
2010年ARの旅：新たなる未知への挑戦 
ヒト＝Inforg がクラウド化してゆく時代のプラットフォームとは？ 

AR Commons 2010:Odyssey to the Unknown:

Who Welcomes you at the age of "Inforg"?




Luciano Floridiによる論文：The Fourth Revolution 

Jane McGonigalが設計した地球の危機シミュレーションARG:  
The EVOKE Network  

Key Words: 
AR=Augmented Reality、ARG=Alternative Reality Gameのほか、  
Information+ヒト＝Inforg (“cyborg” is a cybernetic organism,  
i.e. an organism that has both artificial and natural systems) 
ロケーション・インテリジェンス＋ソーシャル・ネットワーキング、 
ネットワーク型ソリューション・ジェネ レータとしてのシリアスARG、 
アンビエント・サーチ（ambient findability）の可能性など 

ヒトの五感と第六感としての直感、いわゆる感性と、クラウド化した 
テクノロジーが結びついたらどうなるのか・・・と いった議論が予想 
されます。 



シンポジウムのタイトルにある"Who welcomes you?"とは、 
人と情報端末が一体化して"Inforg"となった時代、かつて 
コンピュータや携帯電話を立ち上げた時に必ず目にした 
Welcomeメッ セージは一体存在し得るのか、し得ないのか。 

もしWelcomeメッセージが存在するとしたら、それは一体 
どんなデバイスが発信し、それを我々はどんな ディスプレーで 
見るのか・・・という問いかけです。


いつもログ・オン（never log off）した状態での”私”という存在




科学が私たちの理解を変える方法は、ごく大ざっぱに分けて２つある。 
１つは外向き、つまり外の世界についての認識を変えるもの。 

もう１つは内向き、つまり 私たち人間についての理解を変える方法だ。 

過去の３つの科学革命は、その両方に大きな影響を与え、外的世界に 
対する私たちの理解を変えることで「人間とは 何か」をめぐる私たちの 
内的認識も変えた。


コペルニクス、フロイト、ICT・・・その次に来るのは？




今やオブジェクト（モノ、目的）とプロセス（処理、過程）は、 
人間の手によるサポートが不要なものとして扱われるケース 
が増え、「脱物質化」したと見なさ れる（デジタル音楽ファイル 
がいい例）。 

「類型化」も進んでいる。あるオブジェクトの１つ（例えば手元 
にある音楽ファイルのコピー）は、その「形式」（オリジナルと 
コピーを含む同じ曲のすべての音楽ファイル）と同じ品質を 
持っているからだ。


Luciano Floridi： The Fourth Revolutionより 

ものごとの理解の基準が変わるぐらい大変なことが起きている！




人が情報ネットワークに常時ログオン（never log off）した状態の 
近未来において、社会はどう変わっていくのか。そういう社会に 
おいて、都市がミュージアムとなり、人がモノやコンピュータと 
一緒にクラウド化して"Inforg"となった時、ビジネスや教育、都市 
や家の機能、人と人とのコミュニケーションはどのように成り立ち 
得るのか。 

より身近な話題と しては、直近のローケーション・インテリジェンス 
と結びついたソーシャル・ネットワーキングの日本における課題、 
なぜGowallaや Foursquareはアメリカから発生したのかを解明 
する「ボーイ・スカウト理論」など、Evokeされること間違いない 
一日となることでしょう。  
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